


・ トヨタのフィロソフィ

・ 商品開発の２つの側面/時流を読んだイノベーティブな商品

・ ブランド“レクサス”の価値

・ デザイン・性能・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

・ 地球との共生

・ ハイブリッド技術
・ Lexus Hybrid Drive LS600h
・ 個人の幸福と社会性の両立

本日お話したい事

“成熟商品”を“戦略的な商品”に変える

時流を先取りする、ｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品

市場を創造するｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞ商品

ハイブリッド技術とレクサス



PHILOSOPHYPHILOSOPHY

TODAY FOR TOMORROW
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TODAY FOR TOMORROW

自ら｢未来｣を読み

｢能動的｣に関わる

｢先手先手｣の対応

この言葉に込められた意味は、

｢商品・技術開発の根幹｣



豊田 佐吉

豊田綱領



環境破壊 交通事故 交通渋滞

ビジョンビジョン

ZeronizeZeronize
＆＆

MaximizeMaximize



「感動」「感動」

快適快適安全安全

環境環境

「人間」「人間」

ZeronizeZeronize

MaxiMaximmizeizeZeronizeZeronize



商品開発の２つの側面

TODAY FOR TOMORROW
実現のための

マーケットリサーチ



（１）拡大（グローバル化）：価値観の多様化価値観の多様化
・情報技術、ITの進展、BRICsの経済発展
・商品の２極化

（２）創造（常識を打破）：地球（環境）との共生地球（環境）との共生
地球を汚さない再生、循環型社会の到来
・大量生産・消費、廃棄からの脱却

商品開発の２つの側面

＜時流を読んだイノベーティブな商品＞

＜市場を “拡大、創造” する商品＞



価値観の多様化

体 験所有 精 神
「自分の時間を大切に」

市場の２極化 拡大

マーケットリサーチ

商品(市場を拡大）



レクサス ブランド

プレミアム市場

トヨタ ブランド

量販市場メイン

市場の２極化 拡大

市場を拡大する商品市場を拡大する商品

価値観の多様化

19年前誕生
70年の歴史



価値観の多様化

体 験所有 精 神
「自分の時間を大切に」

レクサスの提供価値

デザイン
性 能

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



デザインデザイン

開発プロセス開発プロセス



デザイン本館の施設紹介デザイン本館の施設紹介



LF-X LF-S

LF-CLF-A

レクサスコンセプトカー

05ﾃﾞﾄﾛｲﾄﾓｰﾀｰｼｮｰ

03東京ﾓｰﾀｰｼｮｰ03東京ﾓｰﾀｰｼｮｰ

04ﾆｭｰﾖｰｸﾓｰﾀｰｼｮｰLFSh

05東京ﾓｰﾀｰｼｮｰ

ときめきと
やすらぎに

満ちた
最高の時間





価値観の多様化

体 験所有 精 神
「自分の時間を大切に」

レクサスの提供価値

デザイン

性 能

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



初 代

LS400
映像

初代
LS400
映像



（１）拡大（グローバル化）：価値観の多様化価値観の多様化
・情報技術、ITの進展、BRICｓの経済発展
・商品の２極化

商品開発の２つの側面

＋＋

市場を拡大する商品市場を拡大する商品：

市場を創造する商品市場を創造する商品：常識を打破：常識を打破
＜時流を読んだイノベーティブな商品＞

（２）地球（環境）との共生地球（環境）との共生
・地球を汚さない再生、循環型社会の到来
・大量生産、消費、廃棄からの脱却



創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品

個人の幸福と
社会性の両立

排出ガス
地球温暖化

地球との共生



排出ガス排出ガス

CO2：
化石燃料燃焼により発生「地球温暖化｣の一要因

NOx / HC：
高濃度で呼吸器に影響。酸性雨及び光化学スモッグの原因

ＰＭ ：
大気中に長時間滞留し、肺や気管などに沈着し呼吸器に悪影響

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品



地球（環境）との共生地球（環境）との共生

出典：米国オークリッジ研究所
/IPCC第3次評価報告書

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品



・砂漠化、異常気象が深刻化

・水資源不足、食糧問題、
健康問題（マラリア等）の
被害が深刻化

CO2増加（気温上昇）による世界的影響

気温上昇

現状を放置すると
CO2濃度は急激に増大

地球環境地球環境（（CO2CO2濃度）濃度）

IPCC 
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ル
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成り行き

～～～

Intergovernmental Panel 
on Climate Change (IPCC)



Source:GISS

<source:@2005 ACIA [an inconvenient truth (by Al Gore)] >
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・北極の氷冠の融解、海面上昇、陸地の喪失

・海水温上昇が、対流ｴﾈﾙｷﾞｰ増大、巨大ﾊﾘｹｰﾝ発生

・土壌水分蒸発、砂漠化、生態系変化

・農業・漁業・養殖の変化、食生活に甚大な影響

・約30 億人へ影響 水不足、ﾏﾗﾘｱ、洪水、飢餓 など

地球（環境）との共生地球（環境）との共生

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品



運輸部門での自動車による

排出の占める割合は

17%を超え、

低減施策の重要なパート

地球（環境）との共生地球（環境）との共生

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品



世界各国は世界各国は
｢｢温暖化ガス排出削減温暖化ガス排出削減｣｣

を目指すを目指す

CO2CO2削減に向けた活動は削減に向けた活動は

社会的責任社会的責任

＊アメリカ、オーストラリアは批准せず

地球（環境）との共生地球（環境）との共生

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品

洞爺湖サミット：
2050年までに、CO2排出量を半減の提案

京都会議：
主要国の温室効果ガス排出削減目標
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仮定 ：年２％の石油需要成長率

(year)

USGS の 終的回収の見積もり

可能性

95%
50%
5%

終的回収（ 10億ﾊﾞｰﾚﾙ）

2,248（low)
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3,896(high)

HistoryHistory
MeanMean
Low (95%)Low (95%)
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(5%)

202620262026

203720372037

204720472047

石油は2020年以降減少の予測もあり

出典： USGS（アメリカ地質調査所）

地球環境地球環境（石油埋蔵量）（石油埋蔵量）



・クリーンでＣＯ2量も少ない
・化石燃料を延命できる
・多様なエネルギーに対応可能

・ＣＯ2は危機的状況
・化石燃料の枯渇
・大気環境も依然問題

求められるパワートレーンは？求められるパワートレーンは？

ハイブリッド技術

地球環境（まとめ）地球環境（まとめ）



トヨタハイブリッド車の開発トヨタハイブリッド車の開発
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初代プリウス初代プリウス （（THSTHS））

THSTHS：：Toyota Hybrid SystemToyota Hybrid System １９９７年，２０００年１９９７年，２０００年
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電池電池

エンジンエンジン

発電機発電機

動力分割装置動力分割装置

モータモータ

インバータインバータ

ＣＶＴ機能ＣＶＴ機能

高効率エンジン高効率エンジン

先進制御先進制御

高出力高出力NiNi--MHMH電池電池

内燃機関とモータの内燃機関とモータの
パラレルｰパラレルｰ シリーズハイブリッドシリーズハイブリッド

THSTHSの特徴の特徴



全開加速

電気＋ｶﾞｿﾘﾝ 電気＋ｶﾞｿﾘﾝ

通常走行ストップ

ｴﾝｼﾞﾝ停止

スタート

電気

++

--

エエ
ネネ
ルル
ギギ
｜｜

バッテリー

ｴﾝｼﾞﾝ停止

走行必要エネルギー走行必要エネルギー

（ 高効率運転）

エンジン出力

不足エネルギー供給

制動エネルギー回収余剰エネルギー貯蔵

ブレーキ

充電

１

２

5

４

３

４

エネルギーマネジメントエネルギーマネジメント



ガソリン

ハイブリッド車

ガソリン
AT車
=100% 

50

100

10・15モード

ディーゼル
AT 車

エンジン改良エンジン改良

エンジン作動領域エンジン作動領域

アイドル停止アイドル停止

回生回生

C
O

2
 低

減
割

合
(%

)

HVHVののCO2CO2低減効果低減効果
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初代エスティマハイブリッド（ＴＨＳ－Ｃ）初代エスティマハイブリッド（ＴＨＳ－Ｃ）

２００１年２００１年THSTHS--CC：：Toyota Hybrid SystemToyota Hybrid System--CVTCVT



初代エスティマハイブリッドシステム図初代エスティマハイブリッドシステム図(THS(THS--C)C)

エンジンエンジン

スタータモータスタータモータ

フロントモータフロントモータ リヤモータリヤモータ

インバータインバータ

オイルポンプモータオイルポンプモータ（ＣＶＴ＆ＰＳ用）（ＣＶＴ＆ＰＳ用）

CVTCVTフロントフロント
ユニットユニット

リヤリヤ
ユニットユニット

動力切替装置動力切替装置

電池電池

■■ 高効率エンジン高効率エンジン ( 2.4L )( 2.4L ) ・・・・・・96kW 96kW （ﾌﾟﾘｳｽ（ﾌﾟﾘｳｽ53kW53kW））

■■ フロントモータフロントモータ ・・・・・・13kW13kW （ﾌﾟﾘｳｽ（ﾌﾟﾘｳｽ33kW33kW））

■■ Super CVTSuper CVT

■■ 電気式４輪駆動システム（電気式４輪駆動システム（EE--FourFour）） ・・・・・・RrRrモータモータ18kW18kW



回生ブレーキ制御回生ブレーキ制御

フロントフロント
ブレーキ力ブレーキ力

リヤリヤ
ブレーキ力ブレーキ力

電池電池
回生限界回生限界

全ブレーキ力全ブレーキ力

フロントフロント//リヤブレーキ状態例リヤブレーキ状態例

リヤ
回生

ブレーキ

全ブレーキ力全ブレーキ力 = = ドライバー要求ドライバー要求

ブ
レ

ー
キ

力
ブ

レ
ー

キ
力

ブレーキブレーキ
開始開始

車両停止車両停止
時間時間

油圧ブレーキ

回生ブレーキ

フロント
回生

ブレーキ

フロント
油圧
ブレーキ

回生回生//油圧ブレーキ状態例油圧ブレーキ状態例



新型プリウス新型プリウス （（THSTHSⅡⅡ））

２００３年２００３年

Fun to 
Drive

燃費

スポーツカー, 高級車

HVHVの目指すところの目指すところ

初期型
HV

基準

従来車

HV

HVHVの進化の方向性の進化の方向性



エンジン

動力分割機構

発電機

インバーター バッテリー

モーター

減速機

動力伝達

電力伝達

電源系昇圧回路
モーターの高出力化

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

ハイブリッド 用
トランスミッション

新型プリウスシステム図（新型プリウスシステム図（THSTHSⅡⅡ））

■■ モータの高出力化モータの高出力化 ( 33 kW ( 33 kW →→ 50 kW )50 kW )
■■ モータ・発電機の電源系高電圧化モータ・発電機の電源系高電圧化

■■ 発電機の高回転化発電機の高回転化 ( 6,500 ( 6,500 rpmrpm →→ 10,000 rpm 10,000 rpm ））
■■ 高出力高出力 NiNi--MH MH 電池電池

■■ エネルギーマネージメントの進化エネルギーマネージメントの進化((ハイブリッド制御ハイブリッド制御 ))



Battery

Boost
ConverterInverter

Generator

202
V

max
500V

Motor

モータ性能の改良モータ性能の改良



欧州E車

国内 B車 HV
1.4L

ｶﾑﾘ 2.4L

ﾌﾟﾚﾐｵ 2.0L

ｳﾞｨｯﾂ 1.0L

良い

速い

中間加速 40-70km/h (sec)

1
0
・
1
5
モ

ー
ド

燃
費

(k
m

/
L
)

欧州D車1.9L ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

燃費
が

良い

加速が良い

ｶﾛｰﾗ 1.5L

プリウスプリウス(THS (THS ＩＩ）ＩＩ）
1.5L1.5L

燃費と加速性能の両立燃費と加速性能の両立



RXRXハイブリッドハイブリッド
２００５２００５

年年



ﾘﾀﾞｸｼｮﾝｷﾞｱ

エンジン

動力分割機構

発電機

インバーター バッテリ

モーター

減速機

動力伝達

電力伝達ハイブリッド 用
トランスミッション

電源系昇圧回路

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

リアモータ

RXRXハイブリッドシステム図ハイブリッドシステム図

■■ 高出力高出力 Ｖ６，３．３ＬエンジンＶ６，３．３Ｌエンジン

■■ モータの高出力化（ﾌﾟﾘｳｽ比モータの高出力化（ﾌﾟﾘｳｽ比 約約2.42.4倍）倍） 、、高回転化高回転化

■■ モータリダクション機構モータリダクション機構

■■ モータ・発電機の電源系のさらなるモータ・発電機の電源系のさらなる高電圧化（ﾌﾟﾘｳｽ高電圧化（ﾌﾟﾘｳｽ500V 500V →→ 650V650V））

■■ ＥＥ--ＦｏｕｒＦｏｕｒ

モータ回転数

モ
ー

タ
ト

ル
ク

従来型の
ﾓｰﾀﾄﾙｸ

ﾘﾀﾞｸｼｮﾝｷﾞﾔ
採用時の
ﾓｰﾀﾄﾙｸ

→ 小型化



Motor speed

M
ot

or
 to

rq
ue

Without motor speed 
reduction device

With motor speed  
reduction device

RX400hPRIUS

50kW

400Nm
123kW

333Nm

Output 
increase 

■■ RX400hRX400h
Unit for FWD vehicleUnit for FWD vehicle

HV Units – Electric MotorHV Units – Electric Motor



Lexus GS450h (Lexus Hybrid Drive)Lexus GS450h (Lexus Hybrid Drive)
２００６年２００６年

QuietnessQuietness
高い静粛性高い静粛性

FuelFuel--EfficientEfficient
低燃費低燃費

FunFun--toto--drivedrive
新感覚の走り新感覚の走り

低ｴﾐｯｼｮﾝ低ｴﾐｯｼｮﾝ

CleanClean

ハイブリッドの基本性能



動力伝達

電力伝達

エンジン 動力分割機構

発電機

インバータ

バッテリー
モーター

ハイブリッド 用
トランスミッション

電源系昇圧回路ﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

GS450hGS450hのシステム図のシステム図

２段変速式ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ機構

車速

駆
動

力

→ 発進加速用

ﾛｰｷﾞﾔの
作動範囲

→ 超高速
走行用

ﾊｲｷﾞﾔの
作動範囲

■■ 高出力Ｖ６，３．５Ｌエンジン（Ｄ４高出力Ｖ６，３．５Ｌエンジン（Ｄ４--Ｓ：直噴ｲﾝｼﾞｪｸﾀ＋ﾎﾟｰﾄ噴射ｲﾝｼﾞｪｸﾀ）Ｓ：直噴ｲﾝｼﾞｪｸﾀ＋ﾎﾟｰﾄ噴射ｲﾝｼﾞｪｸﾀ）

■■ 小型・高出力・高回転モータ小型・高出力・高回転モータ

■■ 駆動モータ用駆動モータ用２段変速式２段変速式リダクション機構リダクション機構



発電機発電機

駆動ﾓｰﾀ駆動ﾓｰﾀ

動力分割ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔ動力分割ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔ

駆動ﾓｰﾀ用駆動ﾓｰﾀ用２段変速式２段変速式
リダクション機構リダクション機構

機械ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ機械ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ
電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ 油圧制御ｼｽﾃﾑ油圧制御ｼｽﾃﾑ

ﾄｰｼｮﾅﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰﾄｰｼｮﾅﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ

GS450h GS450h トランスミッション図トランスミッション図



・クリーンでＣＯ2量も少ない
・化石燃料を延命できる
・多様なエネルギーに対応可能

・ＣＯ2は危機的状況
・化石燃料の枯渇
・大気環境も依然問題

求められるパワートレーンは？求められるパワートレーンは？

ハイブリッド技術

ここまでのここまでの““まとめまとめ””



エンジン動力

電力動力

エンジン
動力分割機構

インバータ

バッテリー

（２次電池）モーター

電源系昇圧回路

発電機化石燃料
ｶﾞｿﾘﾝ
軽油

燃料電池

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品

高度な
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技術



CNGCNG

代替
エネルギー車

電気自動車
ガソリン
エンジン

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
エンジン

D-4D-4

ｺﾓﾝﾚｰﾙｺﾓﾝﾚｰﾙ

DPNRDPNR

Hybrid TechnologyHybrid Technology

FCHVFCHV

究極のエコカー／究極のエコカー／FCFC？？

Gate2 Gate2 

Gate1 Gate1 
BTLBTL

EVEV
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙHVﾃﾞｨｰｾﾞﾙHV

ｶﾞｿﾘﾝHVｶﾞｿﾘﾝHV

GTLGTL
ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝﾘｰﾝﾊﾞｰﾝ

VVTVVT

エネルギセキュリティエネルギセキュリティ

エミッションエミッション

CO2CO2

合成燃料HV合成燃料HV

創造的商品：時流を読んだｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな商品

エネルギー マネジメント



Lexus Hybrid Drive



Fun-to-Drive新感覚の新感覚の走行性能走行性能

精 神
「自分の時間を大切に」

競合車A

競合車B



｢｢加速性能加速性能｣｣と「異次元のと「異次元の静粛性能静粛性能（Quietness）」」

精 神
「自分の時間を大切に」

競合車A

競合車B

競合車D

競合車A

競合車B
競合車D



CO2   ゼロから始まる、新しい走りの歓び

2-1, Ultimate low emission, ultimate low noise

●エンジンが一番ガソリンを消費するのは、実は発進加速時。
●LS600hは、モーターで発進することにより、

排出ガスのない“ゼロエミッションスタート”を実現。

【0-40km/hまでモーター走行を
可能にするEVスイッチ】

LS600h

E320CDI

精 神
「自分の時間を大切に」

競合車



「圧倒的な環境性能」「圧倒的な環境性能」 低燃費低燃費 低低CO2CO2

精 神
「自分の時間を大切に」

B
A

C

D

E

B
A

C

D

E



精 神
「自分の時間を大切に」

競合車 A

競合車 A   



THE  FLAGSHIP  OF  LEXUS

LS600h／LS600hL



個人の幸福と、社会性の両立へ

1, Lexus Hybrid Drive CONCEPT



価値観の多様化

体 験所有 精 神
「自分の時間を大切に」

レクサスの提供価値

デザイン
性 能

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



Lexus Hybrid Drive

「ときめき」と「やすらぎ」に満ちた

高の時間の提供

「ときめき」と「やすらぎ」に満ちた

高の時間の提供

Make the most of every moment
G-LINK

Make the most of every moment
G-LINK

「高級の本質の追求」「高級の本質の追求」

The Pursuit of PerfectionThe Pursuit of Perfection




